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２．利用状況

※H17年度は、指定管理者制度未導入。 ※H30年度から随時改築工事に入る

３．経費情報

※施設建設等に係る市債償還などの経費は、支出に含んでいません。

2,093 2,471 2,459 1,590 0

9,476

実質経費（歳出－歳入） 39,349 37,575 36,956 36,701 22,441 9,476

(内、指定管理委託料) 40,022 39,719 39,496 38,315 22,441

施設の管理運営
に係る実質経費
（市の負担）※

<単位:千円>

H27 H28 H29 H30 Ｒ元
Ｒ2

(上期)

市の収入 2,193 2,573 2,540 1,614 0 0

0

市の支出 41,542 40,148 39,496 38,315 22,441 9,476

(内、使用料収入)

②合計 33,937 20,745 14,254 6,593

純収支（①－②） 5,439 2,159 0 2,930

119

その他 4,405 2,462 2,204 440
運
営

人件費 21,669 13,896 8,639 4,965

事業等経費 2,081 915 217

指定管理納付金 0 0 0 0

14,254 9,523

支出

維
持
管
理

光熱水費 2,229 1,153 880

土地建物賃料 0 0 0 0

修繕料 736 195 400 102

324

清掃等委託料 2,817 2,124 1,914 643

47

その他 0 0 0 0収入

使用料収入 0 0 0 0

事業収入 1,061 463 40

指定管理委託料 38,315 22,441 14,214 9,476

①合計 39,376 22,904

区分
平成30年度
（2018）

令和元年度
（2019）

令和2年度
（2020）計画

令和2年度
（2020）実績

（上期）

468講座参加者数（人） 5,640 8,325 7,403 6,765 1,805

上期の実績値

8,044

講座開催回数（回） 182 238 265 221 80 22

来館者数　（人） 110,280 137,209 134,470 108,766 22,841

選定方法（公募・非公募）
及び指定期間

～公募 平成 令和

53%

利用
状況
等の
推移

H17※ H28 H29 H30※ Ｒ元
Ｒ2

(上期)
Ｒ2

(通期)

管理運営上の
目標

（管理運営の指定管
理者の具体的目標）

指標名 施設利用者数の対前年比率    （単位： ％

指標の意味 今年度の施設利用者数÷前年度の施設利用者数×100

今年度の目標値 15,000人

伊丹市総合計画
（第５次）に

おける関連施策

基本目標： 市民が主体となったまちづくりの実現
基本方針： 多様性を認め合う共生社会
基本施策： 男女共同参画の推進

指定管理者
の名称

一般社団法人　すくえあ・いたみ

（団体の主な住所又は所在地） 伊丹市池尻２丁目332番地 

令和2年度（上期）
指定管理施設管理運営状況報告書

施設担当課： 市民自治 共生推進 同和・人権推進

施設名 伊丹市立女性・児童センター

施設の設置目的働く女性を始め、すべての女性の福祉の増進ならびに児童の健全育成を図る。



４．業務評価

☆利用者満足度調査(アンケート)結果と対応

５．改善指摘事項等

市からの指摘事項 指摘事項に対してとられた措置

①講座収入について、複数の講座分をまとめて処理しないこと。
②領収書の日付のないものがないようにすること。

①講座実施の都度、収入命令書の記帳、日計表への記載を行なってい
ます。
②十分に注意して事務処理をしています。

　「総合評価」欄の記号の意味
　　「ＡＡ」＝非常に良好である又は非常に成果があった。　　　　　　　「Ａ」＝良好である又は成果があった。
　　　「Ｂ」＝取組状況の水準が普通である。　　　　　　　　　　　　　「Ｃ」＝改善すべき点が見受けられ、改善を要する。

【実施期間】令和2年　月　日～令和2年　月　日

実施の有無 主な回答 主な対応

有り
常時アンケート用紙を置いていたが、利用者からの回答は０
件だった。

新型コロナウイルス感染拡大防止による閉館期間があったこ
とも影響していると思われるが、アンケートの設置場所を変
えたり、講座等で配布案内したりと工夫するなどして、まず
は回答がもらえるよう努める必要がある。利用者のニーズを
把握し、より良い施設運営に努めたいところだ。

回答者数

0

収支計画に基づき適
正に経理処理が行わ
れている。経理処理は、適切に行っているか。 Ａ Ｂ

　「評価」欄の記号の意味
　　　「Ａ」＝協定書・仕様書等の水準を上回っている。　　　　　　　　　「Ｂ」＝協定書・仕様書等の水準を満たしている。
　　　「Ｃ」＝協定書・仕様書等の水準を満たしておらず改善を要する。　　「－」＝当該項目での評価対象外。

施設所管課総評 施設の維持管理について適切に実施されており、事業運営や事務処理も適正に行われている。また、
11月末で閉館となるが、最後まで施設の設置目的や利用者のニーズに沿った事業の実施を図っていく
ことを期待する。

総合評価

Ｂ

収支の状況

収支計画に基づき、適正に運営しているか。 Ａ 事業計画に基づき、実
行するとともに顧問税
理士の指導の下、適切
に事務処理している。

Ｂ

運
営
等
に
関
す
る
項
目

サービス向上
への取組状況
等

個人情報保
護・情報公開
への取り組み

各種申請書類等は、適切に保管しているか。 Ａ
個人情報の保護を始
め、データの取り扱い
について慎重に対応し
ている。また、主催事
業の情報のPRには、鋭
意努めている。

Ｂ

Ａ Ｂ

ホームページの作成や広報紙等を活用した情報
提供を積極的に行っているか。

事業等の実施
状況

指定管理者として実施すべき事業は、計画どお
り実施しているか。 Ａ 事業の計画的実行とと

もに、コロナ対策にも
配慮しながら、できる
だけ多くの人にご利用
いただけるよう努めて
いる。

Ｂ
感染予防対策をしな
がら設置目的に沿っ
た事業展開がなされ
ている。

施設の設置目的を達成するための効果的な事業
展開がなされているか。 Ａ Ｂ

Ａ Ｂ

適切に実施されてい
る。避難訓練を実施しているか。 Ａ Ｂ

サービス向上や利用者増へ向けた取り組みを
行っているか。 Ａ 公平平等に適切な対応

に努めている。また、
苦情の電話等について
も、親切・丁寧な対応
に努めると共に、利用
者のサービス向上によ
り一層心掛けている。

Ｂ

各種申請書、個人情
報等のデータについ
ては、適切に取り
扱っている。また、
HPや広報を活用して
利用者への情報提供
が行われている。

利用者情報などの電子データの取扱は、適切に
行っているか。

管
理
体
制
等
に
関
す
る
事
項

維持管理業務
の実施状況

苦情や要望等に対
し、速やかに連絡お
よび現場確認をする
等、適切に対応して
いる。

利用者の意見を施設運営に反映する仕組を確立
しているか。 Ａ Ｂ
苦情・トラブルに対し、適切・迅速に対応して
いるか。 Ａ Ｂ

特定利用者を優遇したり、理由もなく利用を制
限している事例はないか。 Ａ Ｂ

防犯・防災対
策への取組状
況

緊急時の連絡体制は整っているか。 Ａ 防火管理者のもと、年
2回消防署と連携し、
通報訓練・消火訓練・
避難訓練を実施してい
る。

Ｂ

館長等、必要な職員の配置をおこなっている
か。 Ａ 勤務実態に適合した職

員を配置するととも
に、職員研修は主催事
業に参加し、啓発に努
めている。有資格者を
配置している。

Ｂ

職員配置など
の実施体制

適切な職員体制を整
えている。計画的に
職員研修を実施し、
職員の能力向上に努
めている。

職員研修は、計画どおり実施しているか。 Ａ Ｂ

防火管理者等、管理にあたって必要な資格を
持った職員を適正に配置しているか。 Ａ

施設の維持管理につ
いては、適切に行わ
れている。感染予防
対策もしながら、利
用者が快適に施設を
利用することができ
るよう適切に維持管
理をしている。

保守点検等は、協定書・仕様書に基づき適切に
実施しているか。 Ａ Ｂ
備品等は、台帳を整備し適切に管理している
か。 Ａ Ｂ
修繕業務は、市と適宜協議しながら適切に実施
しているか。 Ａ Ｂ

館内の清掃を定期的に実施し、常に清潔に保た
れているか。 Ａ 日常清掃を始め、定期

清掃を計画的に実施す
るとともに、備品の整
理は随時実施し台帳の
整備に努めている。施
設内の不備が生じれ
ば、緊急に対応し、環
境には特に配慮してい
る。

Ｂ

環境に配慮した施設運営に取り組んでいるか。 Ａ Ｂ

Ｂ

評価項目 （具体的内容）
評価結果

指定管理者自己評価 施設担当課評価
評価 特記事項 評価 担当課所見


